
内容

１住民主体による支援（サービスＢ）の説明や平成２９年度地域包括支援センター谷山中央の活動報告をすることにより、委

員からの理解を得ることができた。

２地域の状況や課題などを関係者間で情報共有するためにグループワークで意見交換を行った。

①各地区にある身近な社会資源をマップに記入し意見交換を行った。マップに記入することで社会資源の「見える化」が図ら

れ、社会資源がよくある所、希薄な所などの違いを知ることができた。

②地域で認知症や閉じこもり高齢者等で困っているような事例はないか、どんな支援があればいいかを意見交換した。その中

では、町内会との関わりを自ら拒否する人が多くなっている。色々な声掛け・働きかけをしても拒否されるケースがある一

方、認知症の方の家族から、地域みんなで見守ってほしいと要望し、地域の方がグランドゴルフにうまく誘ったところ参加さ

れるようになったケースなどの成功事例も出された。

③地域全体の気運等を高めるには取り組みについての意見交換の中では、民間企業の取り組みについて高齢者に広報しようと

しても公的な場所には掲示できない。役所では課が違えば事業計画もそれぞれなので、ワンストップの対応ができるように政

策的に考えて欲しい等の課題が出された。

今後の課題など

・今回出された社会資源について、不明瞭な部分を整理し社会資源マップに記入し、第２回地域ケア推進会議で再共有できる

ようにする。

・今回出された課題を整理し、対応策を検討し、第２回地域ケア推進会議に繋げていく。

開催場所 谷山市民会館

参加者

民生委員：4人、居宅介護支援事業所：1人、社会福祉協議会：1人、介護老人保健施設：1人、協同組合：1人、保健セン

ター：2人、地域包括支援センター職員：9人

総数 19 人

【結果】

開催日時 平成30年07月26日 10:00 ～ 12:00

内容

テーマ

・住民主体による支援（サービスＢ）について説明

・平成２９年度地域包括支援センター谷山中央の活動報告

・平成２９年度地域包括支援ネットワーク実務者会議で出された課題について意見交換

目的
地域包括支援ネットワークの構築、地域づくり、資源開発

概要

１委嘱状の交付、出席者紹介

２住民主体による支援（サービスＢ）について説明

３平成２９年度地域包括支援センター谷山中央の活動報告

４平成２９年度地域包括支援ﾈｯﾄﾜｰｸ実務者会議で出された課題について意見交換

・地域サロンの再把握及び構築方法の検討

・認知症や閉じこもり高齢者等への対応方法（後方支援）について検討

開催場所 谷山市民会館

参加者

民生委員：4人、居宅介護支援事業所：1人、社会福祉協議会：1人、介護老人保健施設：1人、協同組合：1人、保健セン

ター：2人、地域包括支援センター職員：9人

総数 19 人

地域ケア推進会議

鹿児島市地域包括支援センター　谷山中央

【計画】 作成担当者： 伊瀬知　智子

開催日時 平成30年07月26日 10:00 ～ 12:00


